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論文内容の要 1::. 日
脳頭蓋・顔面頭蓋幅径の分析法として正確かっ適切なものは今日尚確立されておらず，歯科矯正診
断上，脳頭蓋・顔面頭蓋の幅径に関し日本人についての標準値を得る乙とが要望されている。
論文 I は日本人について脳頭蓋・顔面頭蓋幅径の基準値を明らかにするため，正面撮影の規格顔面
普通写真上で著明な左右非対称のない畿内在住の日本人正常成人男子57名の安定校合位における後頭
・前頭方向より撮影した Frankfort 平面基準の頭部X線規格写真をもとにして，著者の分析法によ
り，脳頭蓋・顔面頭蓋各部の Ip直径13余項目を計測し，乙の計測成績に統計処理を加えて，前額断固上
における脳頭蓋・顔面頭蓋の形態的特徴および各幅径問の相互関係を明瞭化出来るような基準を求め
たものである口
さらに論文 E は論文 I で得光正常人基準を対照とし， 日本人成人男子口蓋裂忠者46名についての幅
径計測成績を比較検討し，口蓋裂患者の頭蓋骨格~1l1径の形態的特徴を知ろうとしたものである。なお
口蓋裂患者は， a. 全体を一群とする松口蓋裂群， b. 口蓋裂形成手術の有無で分けた口蓋裂既手術群
と口蓋裂未手術群，および C. 口唇の条件で分けた口唐裂既手術群と口唇健全群，の各群について計
測値をそれぞれ対照群と各口蓋裂群および各口蓋裂群同志の問で比較検討した。
研究成績の概要は次の通りである。
1) 脳頭蓋・顔面頭蓋各部の幅径の基準値は平均値で，最大頭~Jll1 (MHW) 165.5mm.，限宮上壁外側
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部幅 (0 S L) 89.8mm.，限自問幅 (0 SM) 28.4mm.，蝶形骨側頭面問幅 (0 B) 89.0mm.，眼寓
内側壁間幅 (01) 39.0 mm.，外耳孔上縁部幅 (P 0) 148.2 mm.，鼻腔内縁幅 (NW) 33.9 mm., 
下顎枝内縁幅 (AR 1) 99.4 mm.，下顎枝外縁幅 (A R E) 122.1 mm.，乳椋突起尖端間幅 (MA)
120.0 mm.，上顎歯槽基底部幅 (A BW) 72.3 mm.，上顎歯列弓臼歯部幅 (C AW) 68.2 mm.，下
顎角部幅 (AG) 113.4 mm. となった。
これら基準値から椋準偏差図表も作成した。また各幅径問の相互関係については，部位によってそ
の程度の差はあったが，幅径計測項目の組合せ総数78組の内21組に有志のEの相関を認めた。
以上の結果は脳頭蓋・顔面頭蓋の形態について比較研究を行なう際，頭蓋各部幅径の部分的評価に
基準を与えると共に，計測各項目値の相互関係を明らかにしたD
2) 総口蓋裂群の幅径計測値は 01 ， NW , PO , MA , MHW, CAW の 6 項目で、対照の正常人
から得た基準値との聞に有志差を示した。すなわち，眼目内側壁間幅 (0 1 )および鼻腔内縁幅 (N
W) は基準より大きく，外耳子L上縁部幅 (P 0) ，手L椋突起尖端間 l幅 (MA) ，最大頭幅 (MHW)
および上顎歯列弓臼歯部幅 (CAW) は基準より小さかった口
また，頭蓋各部幅径聞の相対関係については，総口蓋裂群で有志の相関性を示す幅径項目の組合せ
は26組で，対照群の21組に比し有志の組数ばかりでなく，その部位や程度に著明な相違を認めた。
幅径実測値および各幅径聞の相関性からみて，口蓋裂患者の顎・顔面骨格の幅径変化は，従来の研
究で知られていた上顎骨の歯槽突起および口蓋突起，切歯骨あるいは鼻咽腔壁を形成する部分などの
みならず，さらに広範囲にわたり，最大頭幅部から中顔面幅部，眼自問幅部，乳椋突起間幅部あるい
は下顎枝部にわたって正常人基準と比べて変異を認めた。
正常人計測値との聞に有志差を示した口蓋裂患者の幅径項目のうち，子術の有無により患者間で有
志の相違が認められた項目があった。すなわち， 口蓋裂形成子術に関しては， 上顎歯列弓臼歯部幅
(CAW) が口蓋裂既子術群において，最大頭幅 (MHW) が口蓋裂未子術群において有意に小さか
った。また，口唇形成手術に関しては，口唇裂既子術群においてのみ眼嵩内側壁間幅 (0 1 )が有意
に大きく，外耳孔上縁部幅 (P 0) ，乳様突起尖端問幅 (MA) ，最大頭幅 (MHW) ，上顎歯列弓
臼歯部幅 (CAW) が有志に小さかった。しかし，口蓋裂患者群内で口蓋裂既子術群対口蓋裂未手術
群，および口唇裂i託手術群対日唇健全群の聞には本研究で測定した 111面径項目のいずれについても有志
の差は認められなかった。
上記研究結果により口蓋裂患者の脳頭蓋・顔回頭蓋幅径の形態的特徴の一端が切らかになり，また
口蓋裂忠者に加えられた外科子術の有無が忠者の顎顔面骨格幅径に影響することが明らかとなった。
論文の審査結果の要旨
本論文は ， [1 本人成人男子の脳頭蓋・顔面頭蓋幅径の京準値を得るため，畿内在住の u 本人正常成
人男子57名につき後頭・前回方向より Frankfort 平而芯準仕で撮影した頭部X線規格写真を用い，
IIJr蓋各部における 11I日径13余川目をJ十凱IJ し， これに統計処理を加えて，前額出í- ， Hi__L における頭蓋幅径の
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形態的特徴と各幅径聞の相互関係を明瞭化する基準を求め，また，得た計測基準値から日本人正常成
人男子についての標準偏差図表を決定したものである。
さらに， 日本人成人男子口蓋裂患者46名につき同様の方法で頭蓋幅径を計測し，上述の正常人基準
と比較検討して，口蓋裂患者の頭蓋骨格幅径の形態的特徴を把握し，更に形成手術によって頭蓋幅径
に生ずる形態的変化の様相も明らかにしたものである。
その概要は口蓋裂患者の幅径計測値は 6 項目で対照の正常人から得た基準値との聞に有意差があっ
た。すなわち， 眼高内側壁間幅と鼻腔内縁幅は基準より大きく， 外耳孔上縁部幅， 乳様突起尖端間
幅，最大頭幅と上顎歯列弓臼歯部幅は基準より小さかった。また，頭蓋各部幅径聞の相互関係は，正
常人に比し，有志相関を示す幅径項目の組数ばかりでなく，その部位や程度に著明な相違を認めた。
乙れらを総括的にみると，口蓋裂患者の顎・顔面骨格の幅径変化は，従来の研究で知られていた上顎
骨の歯槽突起および口蓋突起，切歯骨あるいは鼻咽腔壁を形成する部分などのみならず，さらに広範
囲にわたり最大頭幅部から中顔面幅部，眼高間幅部，乳様突起間幅部あるいは下顎枝部にまでも正常
人基準に比し変異を認めた。
また，形成手術の頭蓋形態におよぼす影響については，正常人計測値との聞に有意差を示した口蓋
裂患者の幅径項目のうち，手術の有無により患者間で有志の相違を示す項目を認めた。
すなわち，口蓋裂形成手術に関しては，正常人基準に比し，既手術群が上顎歯列弓臼歯部幅で，未
手術群が最大頭幅で有意に小さかった。口)岳裂形成子術に関しては，正常人基準に比し，既手術群が
眼高内側壁間幅で有意に大きく，外耳孔上縁部幅，乳秘突起尖端問幅，最大頭幅，上顎歯列弓臼歯部
幅で有意に小さかった。
以上この論文は， 日本人正常成人男子の脳頭蓋・顔血-頭蓋形態につき，その骨格幅径を前額断面上
にとらえて解明し，比較研究等を行なう際の基準を与え，さらにこれをもととして，口蓋裂患者の脳
頑蓋・顔面頭蓋幅径の形態的特徴を明らかにし，且つ口蓋裂忠者 l乙加えられた外科的手術の有無が顎
・顔面骨格幅径におよぼす影響をも I!}J らかにしたもので，歯科矯正治療はもとより口蓋裂の外科的子
術方針決定に指針を与えるものであって歯学に貢献することが大であり，歯学博土の学位を受けるに
充分の資格あるものと認める。
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